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報道機関各位 

県では、各市町村、都内の移住相談窓口（認定ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センター内）等か

らの報告を集計し、県内の移住世帯数・移住者数について、毎年調査を実施しています。 

令和５年度の移住世帯数・移住者数について取りまとめた結果、過去最多の 2,437 世帯・

3,419 人となりましたので、下記のとおりお知らせします。 
 
※ 初めて 2,000 世帯・3,000 人を超え、福島県総合計画に掲げる移住者数の令和５年度目標

3,000 人を達成しました。 
 
※ この数値は、市町村窓口でのアンケート等により把握できた移住世帯数・移住者数を県が

集計したものであり、実際の移住世帯数・移住者数の全数とは限りません。 

また、集計にあたっては、転勤や進学等による一時的な転入は除いています。 

記 

１ 令和５年度 移住世帯数・移住者数 ※カッコ書きは二地域居住の内数 

方部 世帯数 人数 

県 北 347  566  

県 中 488 (2) 690 (2) 

県 南 293  382  

会 津 348  510  

南会津 36 (1) 46 (2) 

相 双 613  806  

いわき 312  419  

県全体 2,437 (3) 3,419 (4) 

（前年増減 +473 世帯,  +587 人）※詳細は別紙を御参照ください 
 
２ 主な傾向 ※県が把握した数値に基づく傾向（不明除く） 

（１）年代別 

１０～４０代の割合が約７１．２％を占め、若い世代が多い傾向。 

（R4 年度：１０～４０代の割合 約７１．８％） 

（２）前住所地 

東京、神奈川、千葉、埼玉の１都３県で、全体の約５１％を占める。（R4 年度：約５７％） 

隣県の宮城が約１０％を占める。 

（３）世帯・単身別 

世帯が約２４％、単身が約７６％を占める。（R4 年度：世帯約２４％、単身約７６％） 

令和５年度移住世帯数・移住者数について 

～平成 18年度の調査開始以降、過去最多の 2,437 世帯、3,419 人～ 



別紙 福島県企画調整部ふくしまぐらし推進課
令和6年6月21日

※福島県　移住世帯数・移住者数  （カッコ書きは二地域居住の内数）

世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数

92 131 127 226 237 388 322 540 347 566

(1) (2) (4) (4) (1) (1)

79 109 131 207 216 312 282 420 488 690

(1) (2) (2) (2) (2) (2)

56 67 132 217 162 261 181 281 293 382

(2) (2) (2) (2)

96 148 116 169 139 207 187 267 348 510

(3) (4) (2) (2) (9) (12) (4) (5)

38 51 57 73 78 100 71 89 36 46

(5) (9) (2) (2) (10) (12) (2) (3) (1) (2)

98 133 138 182 265 360 348 478 613 806

(1) (1) (2) (2)

50 100 22 42 435 705 573 757 312 419

509 739 723 1,116 1,532 2,333 1,964 2,832 2,437 3,419

(11) (18) (4) (4) (27) (32) (11) (13) (3) (4)

（参考）

世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数

115 152 155 213 326 436 427 603 637 839

(1) (1) (2) (2)

令和4年度 令和5年度

会　津

南会津

相　双

いわき

県全体

避難地域
12市町村

令和元年度 令和2年度 令和3年度

県　南

県　北

県　中

※今回公表分

方部別
令和３年度 令和４年度 令和５年度令和元年度 令和２年度

令和５年度 福島県 移住世帯数・移住者数 【県で把握したものに限る】

【集計方法】

① 市町村の移住・定住担当部署に対する照会への回答に基づく集計

② 県移住相談窓口（ふくしまぐらし相談センター（東京））等 からの情報による集計

※ この数値は、市町村窓口でのアンケート等により把握できた移住世帯数・移住者数を県が集計したものであり、

実際の移住世帯数・移住者数の全数とは限りません。

【実績として集計するもの】

① 自治体の移住支援を受けて移住した転入者

② 地方暮らしや住環境を求めたことに伴う転入者

③ 学生の就職による転入者

④ 社会人の就職・転職・起業による転入者

⑤ 結婚に伴う転入者

⑥ 親族との同居に伴う転入者

⑦ 地域おこし協力隊採用に伴う転入者

⑧ 県外からの二地域居住者（住民票の異動を伴わない者）

※実績に含まないもの

① 転勤（勤め先の都合によるもの）による転入者

② 進学（高校、専門学校、短大、大学等）による転入者

【定住・二地域居住の定義等】

①定住

福島県外の人が、継続的（概ね５年以上）に居住する意思を持って福島県に移り住むこと。

②二地域居住（国土交通省の定義を採用）

都市や地方の住民が、本人や家族のニーズ等に応じて、多様なライフスタイルを実現するための手段の一つとして、

本来の住居とは別に農山漁村や都市に居を構え、その２つ目の住居を中長期的、定期的・反復的に滞在すること等により、

これまでの本来の住居に加えた生活拠点を持つこと。


